
資料１

令和２年10月１日現在

職　　種 氏　　　名 所　　　属 役　職

学識経験者 鷹　西　　恒　 富山福祉短期大学 教　授

小　竹　智　雄 株式会社ヨシケイライフスタイル 常務取締役

斉　藤　茂　男 小矢部市商工会 事務局長

石　村　真由美 南砺市商工会 福光事務所長

垣　内　孝　子 富山県砺波厚生センター 所　長

鈴　木　洋　子 市立砺波総合病院 地域医療連携室長

池　田　真由美 国立病院機構北陸病院 第1神経科医長

目　澤　浩　美 富山県立となみ総合支援学校 校　長

吉　田　宗　夫 ハローワーク砺波 所　長

福祉関係団体 中　山　繁　實 南砺市社会福祉協議会 会　長

民生委員 小　森　兼　重 砺波市民生委員児童委員協議会 会　長

嶋　田　幸　恵 小矢部市身体障害者協会 名誉会長

辻　　　信　明 手をつなぐ育成会となみ地域連合会 会　長

宮　西　　聡　 渓明園 エリアマネｰジャー

豊　川　　覚　 マーシ園　八乙女 施設長

米　永　　敏　 社会福祉法人手をつなぐとなみ野 事務長

袴　谷　敏　実 砺波市福祉市民部社会福祉課 課　長

野　沢　弘　一 小矢部市民生部社会福祉課 課　長

吉　田　孝　幸 南砺市地域包括医療ケア部福祉課 課　長

土　山　美由紀 障がい者サポートセンターきらり エリアマネｰジャー

山　本  真由美 地域活動支援センターとなみ野 管理者

山　田　博　章 地域活動支援センターひまわり 施設長

松　岡　和　子 わくわく小矢部相談支援事業所 管理者

中　盛　京　子 相談支援センターあい 所　長

会長が必要と認める者 　田　孝　則 砺波圏域障害者基幹相談支援センター センター長

障害福祉サービス事業
者

市担当課

指定相談支援事業者

令和２年度　砺波地域障害者自立支援協議会委員名簿

企業関係者

保健・医療関係

教育・雇用関係

障害者関係団体
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令和２年度 活動計画 

部 会 名 障害児部会 

部会目的 ・障害児等に係る課題の共有及び解決 

・障害児等の支援の連携 

・医療的ケア児の協議 

部 会 員 山﨑（小矢部市民生部社会福祉課）、廣川（南砺・地域医療支援学講座）、

草山（富山県砺波厚生センター）、中田（富山県立となみ総合支援学校）、

山﨑（富山県立となみ東支援学校）、三枝（富山県立砺波学園）、吉川

（わらび学園）、宮崎（大空と大地のぽぴー村）、加納（砺波市健康セ

ンター）、池田（南砺市保健センター）、石崎（砺波市教育委員会こど

も課）、宮内（南砺市教育委員会こども課）、山田（南砺市訪問看護ス

テーション）、山﨑（相談支援センターあい） 

 

 

活

動

計

画 

地域の現状や 

課 題 な ど 

・医療的ケア児とその家族のニーズを十分に把握できていない 

・医療的ケア児を受け入れる事業所（放課後等デイサービス等）が少

ない 

・障害児を支援する様々な分野の関係者が、どこでどのような活動を

しているのか分かりづらい 

今年度の方針 (１)医療的ケア児とその家族の具体的なニーズを把握する方法を検討 

(２)障害児を支援する様々な分野の関係者の顔が見える関係づくりに

取り組む 

(３)支援者のスキルアップを行う 

活 動 内 容 

スケジュール 

(１)３市及び砺波圏域にある相談機関一覧表の作成と関係機関への配

布  

(２)医療的ケア児についての研修会（事例検討会）の開催 

(３)砺波圏域における医療的ケアを要する児のリスト化を検討 

(４)リーフレット「子育て応援ナビ」の内容と配布方法を検討 

備   考  

 

資料２ 
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令和２年度 活動報告 令和２年 11 月 25 日報告 

部 会 名 障害児部会 

部会目的 ・障害児等に係る課題の共有及び解決 

・障害児等の支援の連携 

・医療的ケア児の協議 

部 会 員 山﨑（小矢部市民生部社会福祉課）、廣川（南砺・地域医療支援学講座）、

草山（富山県砺波厚生センター）、中田（富山県立となみ総合支援学校）、

山﨑（富山県立となみ東支援学校）、三枝（富山県立砺波学園）、吉川

（わらび学園）、宮崎（大空と大地のぽぴー村）、加納（砺波市健康セ

ンター）、池田（南砺市保健センター）、石崎（砺波市教育委員会こど

も課）、宮内（南砺市教育委員会こども課）、山田（南砺市訪問看護ス

テーション）、山﨑（相談支援センターあい） 

 

 

活

動

内

容 

取り組み状況 (１)３市及び砺波圏域の相談機関一覧表を令和２年度版に修正配布 

各市の相談機関、教室などを開催時期、場所などにまとめた一覧

を最新の内容で作成。各市の保育園・幼稚園、こども園、小・中・

高等学校等の合計 88 箇所に配布した。 

(２)医療的ケア児等コーディネーターフォローアップ研修への参加 

 目的：令和元年度及び令和 2 年度に養成したコーディネーターや自

治体職員が、事例検討等研修を通じて、相互に連携・協力し、

災害時の対応も視野に入れたより適切な支援ができる体制を

構築することを目的とする。 

日時：令和２年 10 月 22 日（木）9：30～16：30 

場所：富山県民会館 

対象：令和元年度及び 2 年度富山県医療的ケア児等コーディネータ

ー養成研修修了者、市町村（福祉部門等）・厚生センター及び

保健所職員等で、検討事例を支援する役割を担い希望する者

（午前参加者 53 人／午後参加者 48 人） 

※障害児部会より 2 名、協議会関係機関より 5 名参加 

 内容：午前の部（講義） 

「災害時を見据えた平時からの医療的ケア児等支援のための連

携の在り方について～長野県での被災時の対応から～」 

    午後の部（事例検討） 

「人工呼吸器装着児者の災害時支援体制を考える」 

講師：長野こども療育推進サークルゆうテラス亀井 智泉 氏 

（参加者が感じた医療的ケア児の災害時の課題等について） 

・災害時対応のためのハンドブックがあればよい 

・災害時に受入れができる医療施設があればよい 

・グループラインのような情報を一元化できるとよい 
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課 題 ・医療的ケア児とその家族のニーズを十分に把握できていない 

・医療的ケア児を受け入れる事業所（放課後等デイサービス等）が少

ない 

・障害児を支援する様々な分野の関係者が、どこでどのような活動を

しているのか分かりづらい 

・医師・保護者・学校・施設など関係機関をまとめてコーディネート

してくれる人がいない 

 

今 後 の 予 定 

方 向 性 な ど 

・医療的ケア児とその家族の具体的なニーズを把握する方法を検討す

る 

・来年 2 月開催予定の厚生センターが主催する医療的ケア児の研修会

へ参加する 

・昨年実施した研修会のアンケート等をもとに、医療的ケア児に関す

る研修会を検討する 

・リーフレット「子育て応援ナビ」は以前発行したものを継続して配

布する 
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会場：砺 波 市 健 康 セ ン タ ー ※費用は全て無料です。 

砺波市健康センター         砺波市新富町 1－61（砺波総合病院 北棟 2 階） ℡：0763-32-7062          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所こども課                              教育総務課（庄川支所） 

砺波市栄町 7－3 ℡：0763-33-1111（内線 379・380）            砺波市庄川町青島 401 ℡：0763-82-1903 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 砺波市 子育て・教育相談 
 

家庭児童相談 

１８歳以下の子どもの養育、発達に関するこ

と、虐待等について、相談員が専門的立場か

ら、家庭・学校・児童相談所などと連絡調整 

をして相談を受けます。 

対 象：１８歳以下の子どもと保護者、 

子どもの育成にかかわる方 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

    8：30～17：00 

 

はったつの相談会
同年代の子に比べて言葉が少ない、落ち着きが

ない、こだわりがある等お子さんの発達に関す

る相談を公認心理師がお受けします。個別相談

となりますので、事前に予約が必要です。 

対 象：幼児と保護者 開催日：毎月 1回 

       

就学相談、学校に関すること 
いじめ、不登校、学習、就学に関する相談を受

けます。 

対 象：就学前の幼児、小・中学生の保護者 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

8：30～17：15 

 

にこにこ相談会 
お子さんの就学、発達、学習・行動など気にか

かることについてお気軽にご相談ください。 

事前に申し込みが必要です。 

対 象：乳幼児・小・中・高校生・成人とその保護者 

 

 

 

 

内容に応じて、各窓口へ 

お気軽にご相談ください。 

子どもの健康相談 

乳幼児を対象に、身体計測、発達や育児に関

する相談、母乳・離乳食・食事・歯に関する

相談会です。 

対 象：乳幼児と保護者 

開催日：毎週水曜日 

（食事・歯の相談は第２、４水曜日のみ） 

9：00～11：00まで受付 

 

 

問合せ          問合せ   

令和２年４月作成 

砺波地域障害者自立支援協議会 

障害児部会 

 6 か月児もぐもぐ教室 

子どもの発達、離乳食のすすめ方、お口の成長

についてお話しします。 

対 象：６か月児と保護者 

開催日：毎月１回   

 

ことばの相談会 

発音が聞き取りにくい、しゃべる時に言葉が詰

まる等、お子さんのことばに関する相談を言語

聴覚士がお受けします。個別相談となりますの

で、事前に予約が必要です。 

対 象：幼児と保護者 開催日：年４回 

 

令和２年度 

問合せ 

こころの相談  
子育てに関する心とからだに関する悩みを心理相

談員がお聞きします。個別相談となりますので、

事前に予約が必要です。 

対 象：子育て中の保護者   

開催日：随時 
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会場：小矢部市総合保健福祉センター※費用は全て無料です。                             

健康福祉課         （小矢部市鷲島 15 ℡：0766-67-8606）  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

こども課         (小矢部市鷲島 15 ℡：0766-67-8603) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭児童相談室       （小矢部市鷲島 15 ℡：0766-67-8615） 教育総務課         （小矢部市本町 1-1 ℡0766-67-1760）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母乳相談会 

ママにリラックスしてもっと母乳育児を楽しんでも

らうために、助産師による母乳相談を行っています。

個別相談となりますので、事前に予約が必要です。 

対 象：母乳育児をしている方 

開催日：年５回開催 

 

こどもの健康相談 

乳幼児を対象に、身体計測、発達や育児に関する 

相談、離乳食や食事に関する相談を行っています。

予約の必要はありません。 

対 象：乳幼児と保護者 

開催日：毎週火曜日 9：30～11：00まで受付 

 

家庭児童相談 

１８歳未満の子どもの養育、発達の遅れ、虐待

等について、相談員が専門的立場から、家庭・

学校・児童相談所などと連絡調整をして、相談

指導を行います。 

対 象：１８歳未満の子どもと保護者、 

子どもの育成にかかわる方 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

    9：00～17：00 

 

こあら相談会 

保育所等に入所しているお子さんの言葉や行動

の発達に関することを専門相談員がお聞きし、

支援、指導にあたります。個別相談となります

ので、事前に保育所・こども園・幼稚園への予

約が必要です。 

対 象：幼児と保護者 

開催日：原則月４回 

手続き：通所先の保育所等で予約 

  

 １０か月児健康相談会（ごきげんらんど） 

身体計測、育児や発達に関する相談、離乳食

の話、歯に関する相談を行っています。 

対 象：１０か月児と保護者 

開催日：毎月１回（原則第４木曜日の午前） 

   

たんぽぽ相談会 

相談員による、お子さんの発達や育児に関す

る相談会です。個別相談となりますので、事

前に予約が必要です。 

対 象：乳幼児と保護者 

開催日：毎月１回（原則第１火曜日の午前） 

ことばの教室
言語発達や発育に心配を抱えているお子さんと保

護者を対象に、言語聴覚士や支援員が、ことばや

コミュニケーションに関する相談や指導・支援を

個別またはグループ形式で行います。 

事前に連絡が必要です。 

対 象：市内在住の就学前の幼児 

開催日：毎週月～金曜日 9：00～17：00 

ことばの教室 ℡：0766-67-4410 

E-mail:kotoba@city.oyabe.toyama.jp 

就学相談、学校に関すること 
いじめ、不登校、学習、就学に関する相談をお受け

します。 

対 象：就学前の幼児、小・中学生の保護者 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

      8：30～17：15 

 

にこにこ相談会 
お子さんの就学、発達、学習・行動など気にかかる 

ことについてお気軽にご相談ください。 

事前に申し込みが必要です。 

対 象：乳幼児・小・中・高校生・成人とその保護者 

 

 

問合せ 問合せ 

内容に応じて、各窓口へ 

お気軽にご相談ください。 

問合せ 

問合せ 

令和２年４月作成 

砺波地域障害者自立支援協議会 

障害児部会 
 小矢部市 子育て・教育相談 

 

令和２年度 
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※費用は全て無料です 

福光保健センター（公立南砺中央病院 3階）        (南砺市梅野 2007-5 ℡：0763-52-1767 )    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども課子育て支援係           (南砺市荒木 1550 ℡：0763-23-2010) 

 

 

 

 

 

 

 

                                   南砺市教育センター          

                                 (南砺市荒木 1550 ℡：0763-23-2031)  

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所教育総務課   

                                  (南砺市荒木 1550 ℡：0763-23-2012)  

 

 

 

女性・こども相談 

１８歳未満の子どもの養育、発達の遅れ、虐待

等について、相談員が家庭・学校・児童相談所

などと連絡調整をして、相談に当たります。 

対 象：１８歳未満の子どもと保護者、 

子どもの育成にかかわる方 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

    9：00～17：00 

 

令和２年４月作成 

砺波地域障害者自立支援協議会 

障害児部会 

問合せ 

 

親子すくすく教室 

集団での親子あそびや個別相談を通して、お子さ

んが何に興味があるかに注目し、発達を促すため

どんな関わりが必要かを学ぶ教室です。 

対 象：幼児（1歳 6か月児以上）と保護者 

開催日：年少児＝奇数月・未満児＝偶数月

 
 

南砺市 子育て・教育相談 
 

発育相談会 

保健師、管理栄養士、助産師が、身体の成長の伸

び、おっぱいのトラブル、離乳食など子育ての相

談に応じます。予約が必要です。 

対 象：主に 0～3か月児健診前のお子さん 

開催日：毎月１回 9：00～10：30まで受付 

 

のびのび相談会 

臨床心理士による、お子さんの発達や育児に関

する相談会です。個別相談となりますので、事

前に予約が必要です。 

対 象：幼児(概ね 3歳 6か月以上)と保護者 

開催日：年間 11回 午後 

 

令和２年度 

5 か月児離乳食教室 

身体計測、発育や発達に関する話、歯に関する

話、離乳食の基本や進め方の話、個別相談を行

います。             

対 象：5～6か月児と保護者  

開催日：毎月１回 9：00～9：30まで受付 

 

問合せ 

カンガルーひろば(教室) 
保育園に入所しているお子さんの行動や発達に

関する気がかりについて、専門の相談員がお聞

きし、支援・相談にあたります。事前に予約が

必要です。 

対 象：保育園児(年中・年長児)と保護者 

開催日：年間 8回 午後 

  

教育相談 

不登校、友だちのこと、学習のこと、その他気

になることの相談をお受けします。 

対 象：小・中学生とその保護者 

開催日：月～金曜日（休・祝日は除く） 

     8：30～17：15 

にこにこ相談会
お子さんの就学、発達、行動、学習など気に 

かかることについてお気軽にご相談ください。 

事前に申し込みが必要です。 

対 象：乳幼児・小・中・高校生・成人とその保護者 

問合せ 

こどもの発達相談会 

臨床心理士による、お子さんの発達や育児に関

する相談会です。個別相談となりますので、事前

に予約が必要です。 

対象：就学前の幼児と保護者  開催日：毎月１回 午前  

内容に応じて、各窓口へ 

お気軽にご相談ください。 

問合せ 
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（南砺市福野 87番地 8  ℡：0763-22-6055） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（砺波市幸町 1-7  ℡：0763-33-1552） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砺波市・南砺市にお住まいの方 ：南砺市高儀 147   ℡0763-22-3512 
小矢部市にお住まいの方     ：小矢部市綾子 5532 ℡0766-67-1070  

ひきこもり家族相談会 
専門医、保健師による相談(要予約)や家族相談会を開
催しています。 
対 象：ひきこもりで悩んでいる家族  
日 時：原則毎月第２木曜日 (まずはお電話を) 

生涯を通じた女性の健康支援事業 
保健師による相談を行います。
対 象：思春期・更年期・高齢期等の女性 
日 時：月～金曜日(休・祝日は除く) 

8:30～17:15(まずはお電話を) 

問合せ 

小児慢性特定疾病の医療費助成の申請・相談 
小児慢性特定疾病の医療費助成の申請（主治医意見書等が必要です）を受け付けています。 

保健師による相談及び訪問により、家庭生活における支援や福祉サービスの紹介を行います。 

対 象：小児慢性特定疾病申請者    日 時：月～金曜日(休・祝日は除く)8:30～17:15 

 
 

 その他の相談機関 
 

わらび学園は心身の発達に気がかりさのあるお子さんが、遊びや療育を通して、日常生活に必要な動

作の獲得や集団生活の力をより伸ばしていくこと等を目的とした児童発達支援センターです。また、

お子さんやご家族が生活しやすくなる方法を一緒に考え、関係機関と連携しご家族が地域で安心して

豊かな生活を送ることができるように支援をします。お子さんの成長や発達について悩みや心配なこ

とがありましたら、気軽にご相談ください。 

対 象：主に就学前のお子さんとその保護者  日 時：原則 月～金曜日 9：00～17：15 

利用について：まずはお電話で相談内容をお聞かせください。担当者が応じ、わらび学園の 

       サービスの内容や種類を含め、今後の方向性や支援方法等を話し合います。 

問合せ 

発達に心配や不安がある乳幼児から児童（者）の地域における生活をささえるため、身近な地域で療

育に関する相談や各種教室を開催しています。相談や教室への参加には事前の予約が必要です。 

ヨガ教室 月１回開催 

ゆったりとした時間の中で体

と心をほぐし、気持ちをリラ

ックスさせましょう。 

リズム体操 月２回開催 

音楽を通して気持ちを表現

することや、生活するための

マナーも楽しく学べます。 

 

問合せ 

教室の紹介 （主に高等学校以上の方を対象としています） 
エンジョイ茶道 月１回開催 

日本古来の文化である茶道

を通して心を静かに落ち着

け、正しい作法でお茶を楽し

みましょう。 

おひさまの会（ダウン症児親子のつどい） 
県西部にお住まいのダウン症のお子さんやご家族の学習・交流の場として高岡、砺波で開催しています。 

内 容：ダウン症のお子さんとの関わり方、就学に関する講演等 日 時：年２回（まずはお電話を）  
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令和２年度 活動計画 

部 会 名 就労支援部会 

部会目的 ・一般就労のための通勤手段の確保策 

・障害者雇用未実施企業に対する障害者雇用の理解と促進 

部 会 員 武田（相談支援センターあい）矢竹（小矢部市民生部社会福祉課） 

高橋（ハローワーク砺波）武島（砺波障害者・就業生活支援セン

ター）川原（ワークハウスとなみ野）長谷川（フレンドハウス福

光）新保（となみ総合支援学校）小幡（トライ工房）今井（サポ

ートセンターきらり）山崎（小矢部市企業協会）渡邉（小矢部市

商工会） 

 

 

活

動

計

画 

地域の現状や 

課 題 な ど 

・就労移行支援事業所の減少に伴う対応について 

（４事業所→１事業所へ） 

・通勤に関する課題 

・雇用職場内での「差別」「いじめ」「虐待」防止に関する課題 

・就労支援ツール「就労パスポート」の運用開始 

 

今年度の方針 コロナウィルス感染拡大防止の観点から今年度はセミナーを見送

り、上記４つの課題について、自立支援協議会に対して現状を報

告できるよう各自調査する 

より効果的に部会を活用できるよう開催方法を見直す。 

（コロナウィルスの感染拡大防止の観点から柔軟な対応を行う） 

 

活 動 内 容 

スケジュール 

月に１回のメールや電話・インターネットを使用した情報共有の

確立 

必要な場合のみ部会を開催（不定期） 

（コロナウィルスの感染拡大防止の観点から柔軟な対応を行う） 

 

備   考  

 

資料３ 

9



令和２年度 活動報告  令和２年11月25日報告 

部 会 名 就労支援部会 

部会目的 ・一般就労のための通勤手段の確保策 

・障害者雇用未実施企業に対する障害者雇用の理解と促進 

部 会 員 武田（相談支援センターあい）、矢竹（小矢部市民生部社会福祉課） 

高橋（ハローワーク砺波）、川原（ワークハウスとなみ野）、 

長谷川（フレンドハウス福光）、新保（となみ総合支援学校） 

武島（砺波障害者・就業生活支援センター）、小幡（トライ工房）

今井（サポートセンターきらり）、山崎（小矢部市企業協会） 

斎藤（小矢部市商工会） 

 

 

活

動

内

容 

取り組み状況 ・７月より活動を再開。今後の活動内容について話し合い、２か

月に１回の開催とし、必要であればオンラインミーティングを

行うこととなる。また、期間が開くため４つの課題（通勤につ

いて、移行支援事業所の減少による対応について、職場でのい

じめ・虐待について、就労パスポートの運用）に関する事や各

事業所の近況報告と情報共有を行うこととした。 

・各施設の情報共有をしていく中で、Ａ型事業所を使用する利用

者が増えてきており、障害者が働く場としてＡ型事業所と相互

の連携を図り、困っている事をシェアしたり協力することがあ

るか聞き取りたいという意向から現在情報交換会を来年１月に

行う方向で調整中である。 

 

課 題 ・通勤手段の効果的な支援方法が見いだせていない。 

・就労者・就労希望者の思いをさらに聞き取る必要がある。 

 

今 後 の 予 定 

方 向 性 な ど 

・部会を通して情報共有を行う。 

・インターネットなどを通じて他圏域で行っている就労支援モデ

ルの中で圏域内に実現可能なモデルを調査し、支援につなげる

ことができないか検討する。 
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令和 2 年度 活動計画 

部 会 名 地域生活支援部会 

部会目的 地域生活課題の解決、地域生活支援ネットワークの整備 

部 会 員 髙井（たびだちの会グループホーム）、嶋（砺波厚生センター）、長

谷川（砺波学園）、善端（北陸病院）、藤井（あすみる）、石橋（渓

明園あすなろ）、任田（手をつなぐとなみ野）、清瀬（花椿かがやき）、

浅村（マーシ園八乙女）、森松（南砺市）、中林（地域活動支援セン

ターとなみ野） 

 

 

活

動

計

画 

地域の現状や 

課 題 な ど 

成年後見制度には該当しない方が利用できる身元保証人の問題を

解決でき得るサービスがない 

 

今年度の方針 グループホームの取り組みについて。 

 

活 動 内 容 

スケジュール 

(１)障害福祉サービス事業所一覧の更新 (年 1 回) 

(２)入居施設等空き状況一覧の更新（毎月） 

(３)グループホームの現状を共有し、課題やニーズを表出する。そ

の事についてどのように取り組むか考える。 

 

備   考  

 

 

 

資料４ 
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          令和２年度 活動報告  令和２年11月25日報告 

部 会 名 地域生活支援部会 

部会目的 地域生活課題の解決、地域生活支援ネットワークの整備 

部 会 員 髙井（たびだちの会グループホーム）、嶋（砺波厚生センター）、長

谷川（砺波学園）、善端（北陸病院）、藤井（あすみる）、石橋（渓

明園あすなろ）、任田（手をつなぐとなみ野）、清瀬（花椿かがやき）、

浅村（マーシ園八乙女）、森松（南砺市）、中林（地域活動支援セン

ターとなみ野） 

 

 

活

動

内

容 

取り組み状況 (１)障害福祉サービス事業所一覧の更新 (年１回) 

砺波圏域の障害福祉サービス事業所の一覧を３市の福祉課へ

提出(４月) 

(２)入居施設等空き状況一覧作成 

毎月末現在の砺波圏域入居施設、グループホームの空き状況一

覧表を作成し、関係機関に提供 

(３)グループホームの課題、ニーズ等共有 

部会員の所属するグループホームについて紹介し、それぞれの

グループホームの特徴を共有。課題やニーズを出し合う。 

 

課 題 新型コロナウイルス感染症の影響で部会の取り組みが制限される

ため、どのように進めていくかを検討中。 

 

今 後 の 予 定 

方 向 性 な ど 

（３）で表出したことについて 

①ピア・フレンズ派遣事業を利用し、グループホームで生活し

ているピア・フレンズに課題等について話を伺う。 

②その他部会で話し合う内容を協議。 
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令和２年度 活動計画 

部 会 名 相談支援ワーキング 

部 会 目 的 （勉強会）相談支援専門員の質の向上・スキルアップ強化を目指す 

（当事者委員会）地域で暮らす障害のある方々の思いや意見を伺い、

協議会に反映するとともに障害種別を超えての当事者間の交流を

目指す 

（地域移行）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築と長

期に入院している精神障害者の退院促進と地域の受け入れ体制の

構築を目指す 

（権利擁護および虐待防止について）障害者特性の理解・地域の課題や

情報を共有する 

部  会  員 渋谷（砺波市社協）、八十島（小矢部市社協）、山本（南砺市社協）、高橋

（砺波市役所）、七田（小矢部市役所）、森松（南砺市役所）、山田（基幹

相談支援センター）、中林（となみ野）、今井（きらり）、今多（わくわく

小矢部）、山崎（あい）、野原（ひまわり） 

 

 

活  

動  

計  

画 

地域の現状や 

課 題 な ど 

(１)勉強会（発達障害者支援事業所向け研修会） 

受講定員を超える研修申込があった事や事後アンケートの次回開

催希望の意見が多数あった事から鑑みて、今後も相談支援専門員の質

の向上・スキルアップ強化を目指す為発達障害者支援の研修を実施す

る機会が必要である。 

(２)当事者委員会・交流会 

企画や交流を通じて当事者間の交流を深める事ができた。振り返り

の場面では当事者どうしの普段の生活の工夫について発信しあえた

らよいという意見がでた。今後も地域にむけての意見発信につながる

よう委員会継続が必要である。 

(３)地域移行支援 

事後アンケート等により今後も希望に応じて出前講座を開催して

顔のみえるつながりを大切にし、研修会が地域移行のきっかけとなる

事が必要である。 

(４)権利擁護・虐待防止委員会 

今年度も継続することで障害者特性の理解・地域の課題や情報を共

有していく必要である。 

(５)事務局会議 

相談支援事業所が集まり、協議事項を検討 

今年度の方針 コロナウイルス感染拡大防止と安全確保の観点から、今年度は研修会等

の開催を中止して、可能な範囲での事業の実施とする。 

活 動 内 容 

スケジュール 

(１)研修会 

  発達障害支援事業所向け研修会（R2.5.22（金）研修会開催予定→無

期限の延期・中止） 

(２)当事者委員会（R2.4.17 第一回打ち合わせ予定→中止） 

(３)地域移行支援（希望に応じて出前講座を開催） 

(４)権利擁護・虐待防止委員会（１～２月頃の開催予定） 

(５)事務局会議（相談支援事業所が集まり、協議事項を検討する予定） 

備    考  

 

資料５ 
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令和２年度 活動報告 令和２年11月25日報告 

部 会 名 相談支援ワーキング 

部 会 目 的 （勉強会）相談支援専門員の質の向上・スキルアップ強化を目指す 

（当事者委員会）地域で暮らす障害のある方々の思いや意見を伺い、

協議会に反映するとともに障害種別を超えての当事者間の交流を

目指す 

（地域移行）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築と長

期に入院している精神障害者の退院促進と地域の受け入れ体制の

構築を目指す 

（権利擁護および虐待防止について）障害者特性の理解・地域の課題

や情報を共有する 

部 会 員 渋谷（砺波市社協）、八十島（小矢部市社協）、山本（南砺市社協）、高橋

（砺波市役所）、七田（小矢部市役所）、森松（南砺市役所）、山田（基幹

相談支援センター）、中林（となみ野）、今井（きらり）、今多（わくわく

小矢部）、山崎（あい）、野原（ひまわり） 

 

 

活

動

内

容 

取り組み状況 令和２年度取り組み状況 

(１)勉強会（０回） R2.5.22 発達障害者支援事業所向け研修会→中止 

(２)当事者委員会・交流会（０回） R2.4.17 当事者委員会打ち合わせ

→中止 

(３)地域移行支援（０回） 

(４)権利擁護・虐待防止委員会（０回） 

(５)事務局会議（１回 メールにて） 

①令和２年５月 29 日（金） 

テーマ 「今後の相談支援ワーキングの活動について」 

参加者７人（メールにて）相談支援ワーキング内で確認、以下の通り

意見あり 

・今年度は集まって開催する研修会等は困難なのではないか 

・zoom 等 web 会議ツールを使用して情報交換する事を検討してみた

らどうか 

・Web 会議ツールの設備状況など事業所で差異あり 

(６)砺波圏域障害者基幹相談支援センターとの話し合い（１回） 

 ②令和２年 10 月 15 日（木） 14：00～15：30 

 テーマ 「相談支援ワーキングの業務について」 

 参加者９名（富山県相談支援従事者初任者研修実習生２名含）以下の

通り意見あり 

・新型コロナウイルス感染症予防の為研修会や講演会など中止になっ

ている事が多く、今が従来のやり方を再考するよい時期なのではな

いか 

・相談支援ワーキングの業務が年々増えている件は研修会をずっと続

けてきたので、今後も続けていかなければならないという義務遂行

になってはいないか 

・ワーキングメンバー自身の「やりたい」をもっと大切にしてはどう

か。 

・一つの問題を２～３年かけて取り組んでいく事でもよいのではない

か。 
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課    題 新型コロナウイルス感染症予防の為研修会や委員会開催中止が相次

ぐ。 

砺波圏域障害者基幹支援センターで zoom の研修・普及にも力を入れ

ている事や新型コロナウイルス感染症予防の事もあり zoom 等 web 会議

ツールを使用して情報交換する開催については現在前向きに検討予定

だが、設備状況など事業所で差異あり。 

相談支援ワーキングの業務については「知りたい事をみんなで、でき

る範囲で企画して、お互いの質の向上・スキルアップを目指す事」に取

り組んではどうかとの意見が多数あり。今後話し合いを重ねて、まずは

いろんな意見を出しあっていけばよい方向が見いだせないか検討中。 

R2.10.15（木）の話し合いでは相談支援専門員が作成するモニタリン

グ等の記録のあり方について悩んでいるという話題あり。今後勉強会を

開催してみてはどうかと意見あり。 

 

今 後 の 予 定 

方 向 性 な ど 

・各事業所の Web 会議ツールの設備が整ったら、まずは事務局会議など

中心に適宜協議事項を実施予定。 

・相談支援ワーキングの業務について今後話し合いを重ねて、まずはい

ろんな意見を出し合っていく予定。 

・砺波圏域障害者基幹相談支援センターと行政と相談支援ワーキングと

共催で講師を依頼して勉強会を開催できないか検討予定。 
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